














一方、 「和哥などこそ、いとおかしくあそばしゝか。 （同） 」と記













































代・五十代あるいは六十代の顕官が務めてきた 将に、二十七歳の朝光が任じられたわ 。 『枕草子』に「近衛の大将、ものりことにめでたし（二〇八段「見物は
⑷
」 ） 」 、あるいは「きらきらし
きもの
　
























次に、 『栄花物語』 ・ 『大鏡』に記された朝光を確認したい。 『栄花
物語』で朝光に関するま まった記述がみえるのは、娘姫子の入内に関するところである。




























男右大弁朝経の「継母歟」とあるから、朝光 死から二十 を経ても、延光室は 光後室と て遇されていたことになる。　
一方、 『大鏡』には
又、堀河関白殿の御二郎、兵部卿有明親王の御女のはらの君、中宮の御一腹にはおはせず。これは又、閑院大将朝光とぞ申し。このかみ 大臣宰相にておはしけるほどは この殿は中納言に
てぞおはしける。ひきこされ給けるぞめでたく、そのころなどすべ いみじかりし御よおぼえにて、御まじらひのほどなど、事のほかにきらめき給き。胡籙の水精のはずも、こ とのゝおもひよりしいでたまへるなり なに事の行幸に やつかまつり給へりしに、このやなぐひおひたまへりしは、あさひのひ りにかゞやきあひて、さるめでたきことやは侍 。いまはめなれにたれば、めづらしからず人もおもひて侍ぞ。な ごと つけてもはなやかに ていでさせ給へり とのゝ、父殿うせ にしかば、よの おとろへなどして、御やまひもをもくて、大将も辞し給てしこそ、くちをしかり か。さて ゞ按察大納言とぞきこえさせし。和哥などこそ、いとお しくあそばしゝか四十五にてうせ給にき。 （ 「兼通伝」
156頁）





























































































花物語』巻四「みはてぬゆめ」 ・ 『今昔物語集』巻二四―四〇 も入っている。 「ひととせこ ところにて子日せさせたまひし」とある融院の紫野御幸は、寛和元年
（九八五）
二月十三日のことで（ 『小右
記』 ・ 『大鏡』裏書） 、朝光も扈従していた。安西廸夫氏が「正暦元年十二月、院の御不例に参上したのがこの二人（筆者注
　
朝光・実














































自撰といわれているが、朝光との贈答を残そうとしたところ 編集意識がみてとれる。貴公子 との恋愛は積極的 残すに価するものだったのだろう。　
次に馬内侍だが、馬内侍と恋愛関係にあった男性のうち最も長期











年八月）に加え、長徳元年六月に右大臣 翌年七月に左大臣となったことを考慮すると 左大将には朝光を比定する よいと思われる。



















































いない頃の詠と思われる。 「おこ りのいろにいでたる……もの思ひしれるをりかとぞ ふ（
82・朝光） 」 ・ 「あやまちのはじめもしら
ず……をこたりそめし（
83・重明親王女） 」 ・ 「はなはうつりてほか
にをらばや（









































































































51） 」 ・ 「なつの夜のあめといふ
題をよませたまふ（
















53） 」 ・ 「やまぶきのはな（
56） 」 ・ 「ふぢの花をやまぶき
にそへて（
61） 」 ・ 「こうばいにきじをつけて（

















































『栄花物語』と『大鏡 の叙述について―」 （ 『園田国文』一五
　
























一九六九 ・九） 、寺坂登美子氏「閑院左大将朝光卿集」 （ 『平安文学研究』四三
　
一九六九 ・ 一一） 、安藤太郎氏「藤原朝光の家集―伝本の異文研究
を中心として―」 （ 『東京成徳短期大学紀要』八
　
一九七五 ・ 四） 、安藤太






所収） 、木船重昭氏「 『朝光集』台盤所連続贈答歌をめぐって」 （ 『中京
大学文学部紀要』二八―二
　
一九九三 ・一一） 、木船重昭氏「 『朝光集』
朝光・大弐の贈答歌について」 （ 『中京国文学』一三
　
一九九四 ・ 三） 、木




























































































一九九五 ・ 五） 。
同書では「七四
　
天延三年二月十七日庚申
　
堀河権中納言朝光歌合」
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